
公共交通機関対策等特別委員会  

令 和 ２ 年 １ １ 月 １ ２ 日 

道路・交通計画部交通政策課 

 

公共交通不便地域対策における 

モデル地区の取組み（需要予測アンケート調査の結果）等について 

 

 

 「新たな公共交通不便地域対策の導入」に向けた取組みについて、下記のとおり報告す

る。 

記 

 

１ 砧モデル地区における定時定路線型コミュニティ交通の検討 

（１）需要予測アンケート調査結果  

別紙１「令和２年度 コミュニティ交通の利用意向に関するアンケート調査」、及び別

紙２「モデル地区需要予測アンケート結果」のとおり 

 

（２）収支分析 

  ワゴン車（運転手含む１０人乗り）の乗車定員について、助手席を使用しない８名定

員での収支分析を行った結果、収支率は３４．５％であった。 

 

 

 

 

 

 

・収支率：運賃収入／運行経費（車両経費を除く） 

・利用意向の設問における「運行後すぐ利用したい」の回答を予測のサンプルとして抽出 

・運賃を２２０円、年間運行日数を２６１日（週５日運行：平日４日、土休日１日、祝日等を加味）で算出 

・顕在化率（アンケート調査結果で得られた結果が実際に実現する可能性を表わす数値）１０％で予測 

 

（３）実証運行について 

①新型コロナウイルス対策 

新型コロナウイルス感染症対策として、各自治体が運行するコミュニティ交通にお

いては、乗車人数の制限をはじめ、様々な対応を試行している。 

区内の新規感染者数等が依然として予断を許さない状況にある中、砧モデル地区に

おける実証運行に際しても、利用者が安心して乗車できるよう、感染症対策の検討が必

要な状況となっている。 
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合計 ― 261 22,092 4,860,240 
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  ②令和３年度の実証運行について 

定員８名での運行を想定した場合、実証運行移行の基準として設定した収支率３

０％以上となる予測結果となったが、コロナ禍の対応策（乗車定員の制限）や、昨今の

人件費高騰等を加味した収支を精査するとともに、今後の財政状況等も踏まえ、砧モデ

ル地区の進め方を検討する。 

 

 

２ 民間事業者主体の取組み 

（１）トヨタモビリティ東京株式会社によるトライアルの状況 

   総合生活支援サービスの一環として、オンデマンド交通等の移動支援サービスの

トライアルを検討している。現時点での取組み状況は、トヨタモビリティ東京株式

会社作成の参考資料「【喜多見・宇奈根地区】新たな生活サービス・地域交通トライ

アルについて（案）※」のとおり。 

   ※地域公共交通会議（令和２年１０月３０日開催）における配布資料 

   

（２）今後の予定 

   令和２年１１月１８日  「世田谷区における包括連携に関する協定」の締結 

              ※同日午後、喜多見の店舗で移動支援サービストライ

アルに関する出発式を予定 

１９日～  移動支援サービスの無償トライアル開始 

 



令和２年度 コミュニティ交通の利用意向に関するアンケート調査 

 

１ 調査概要 

（１）調査対象者 

  運行ルート（案）沿線の番地に在住の 18歳以上の区民 3,000人（総人口： 推計 29,101人) 
※18～64歳の人口：推計 22,348人、65歳以上の人口： 推計 6,753人（令和 2年 7月現在） 

 

（２）調査対象者の抽出方法 

  以下の区分で住民基本台帳から無作為抽出 

年齢 配布数 回収数 回収率 

18～64 歳の方 1,500 票 484 32.3％ 

65 歳以上の方 1,500 票 638 42.5％ 

合計 3,000 票 1,122 37.4％ 

 

（３）調査内容 

  ①個人属性等   

  ②コミュニティ交通の利用意向（利用予定等）    

  ③コミュニティ交通の運行による日常生活の変化 

  ④コミュニティ交通の運行に対する考え 

⑤公共交通（コミュニティ交通含む）に関する意見 

 

２ 回答者の属性 

項目 １８～６４歳 ６５歳以上 

性別 男性 ３５％ 女性 ６４％ 男性 ４０％ 女性 ５９％ 

年代 ３０歳代 １７％ ４０歳代 ２６％ 

５０歳代 ３３％  

６５～６９歳 ２１％  

70 歳代 ４９％ ８０歳以上 ３０％  

世帯構成 親と子 ６９％ 夫婦のみ １７％ 

一人暮らし ９％  

夫婦のみ ４４％ 親と子 ２２％ 

一人暮らし２４％ 

未就学児 いる １０％ いる ２％ 

職業 会社員 ５２％ パート １６％ 

専業主婦（夫） １５％  

無職 ５０％ 自営業 １０％ 

専業主婦（夫） ２２％  

自動車運転免許証 所持している  ８０％ 

所持していない １９％ 

返納予定 １％ 

所持している  ３４％ 

所持していない ４０％ 

返納済み １７％ 返納予定 ８％ 

  ※１ 年代、世帯構成、職業については、上位３位までの回答を記載しています。 

※２ 端数処理等の関係上、割合欄（％）の計が１００％とならない場合があります。 

 

３ 運行概要（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙１ 

 

４ アンケート調査結果 

（１） 利用意向 

利用意向 回答票数 

利用したい 

運行後すぐ 125 票 

新型コロナウィルスの不安が解

消したら 

112 票 

加齢等で将来必要になったら 265 票 

時期無回答 14 票 

利用しない 600 票 

無回答 6 票 

合計 1,122 票 

 

（２） 利用頻度 

【平日】                      【土休日】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） コミュニティ交通の運行による日常の外出や行動範囲の変化（※複数回答） 

 

 
 

 

 

 

7.4%

37.4%

29.1%

30.0%

26.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

そのほか

特に変わらないと思う

外出の目的が増えると思う

行動範囲が広がると思う

外出頻度が増えると思う
運 行 概 要 

運行車両 
ワゴン車（運転手含む10人乗り） 
１台で運行 

運行時間 
午前8時30分～午後5時台 

（午後2時 30分から午後4 時まで運休） 

運行日数等 
週5日 

１日１３便（約35分間隔）程度 

運賃 220円（シルバーパス使用不可） 

その他 

反時計回りで運行し、祖師ヶ谷大蔵
駅を起点に、商店街や砧まちづくり
センター、区立大蔵地区会館、総合運
動場等を経由します。 

運行後すぐに利用

したい 11%

新型コロナウイルスの

不安が解消したら利用

したい 10%

加齢等で将来必要になっ

たら利用したい 24%

利用したい（時期無回答） 1%

利用しない 53%

無回答 1%

n=516（「利用したい」を選択した方のみ回答） 

運行に使用する車両イメージ 

※複数回答のため、割合（％）の合計は１００％を超えます。 

※端数処理の関係上、割合欄（％）の計が１００％とならない

場合があります。 

利用目的 買い物 通院 その他

回答票数 193票 88票 141票

29% 15% 23%

39% 5% 18%

13% 1% 13%

2% 1% 2%

3% 0% 3%

5% 56% 17%

6% 22% 21%

3% 1% 2%

利
用
頻
度

週に

月に

1日

2日

3日

4日

5日

1日

2日

3日

利用目的 買い物 通院 その他

回答票数 66票 9票 94票

23% 11% 20%

3% 11% 2%

18% 44% 23%

38% 11% 48%

18% 22% 6%

利
用
頻
度

1日

2日

1日

2日

3日

週に

月に



（４） コミュニティ交通を利用しない理由（※複数回答） 

 

 
 

 

（５）コミュニティ交通が運行された場合、より多くの方にご利用いただくために大切だと思うこと 

（※複数回答） 

 
 

（６）コミュニティ交通が運行されることによる、期待する効果（※複数回答） 

 

（７）あなたが地域のサポーターとして、コミュニティ交通の運行に協力できると思うこと（※複数回答） 

 
 

（８）新型コロナウイルスの発生を受け、公共交通機関の利用頻度はどのように変わると思うか 

 

選択肢 回答票数 

以前と利用頻度は変わらな

いと思う 
472 票 

以前よりも利用頻度は減る

と思う 
509 票 

以前よりも利用頻度は増え

ると思う 
45 票 

そのほか 19 票 

無回答 77 票 

計 1,122 票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.2%

4.3%

8.7%

10.5%

19.3%

20.0%

20.5%

29.2%

39.8%

65.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

そのほか

利用したい時間帯に運行していないから

運行本数が少ないから

車両が小さく乗り降りが不便そうだから

運賃が高いから

自家用車を利用できるから

片回り運行で経由地も多いため

自宅・目的地周辺を運行しないから

既存の公共交通を利用できるから

徒歩または自転車で移動できるから

17.1%

10.2%

12.7%

28.3%

34.5%

39.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

そのほか

地域内のイベントの拡充

車内での地域情報の発信

車両や停留所デザインの工夫

地域全体の協力

運行のPR、説明会等の開催

7.0%

24.5%

6.8%

9.3%

12.2%

14.3%

15.6%

17.6%

20.5%

42.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

そのほか

特になし

家族を送迎する頻度が減る

区や地元の町会等が主催する地域のイベントに参加しやすく

なる

人と接する機会や新たな出会いが増える

運転免許証の返納がしやすくなる

地域がにぎわい、まちが活性化する

家族に送迎を頼まなくても外出できるようになる

身体を動かす機会が増える

移動が便利になり住みやすさが向上する

2.9%

39.7%

2.9%

3.9%

6.1%

17.7%

37.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

そのほか

特になし

サポーター費の支払いなど資金面で協力する

運行ルート周辺でイベントの企画、開催することで地域を盛り上げ

る

住まい近くの停留所の周囲を清掃する

周辺の方にコミュニティ交通をPRする

コミュニティ交通を利用する

以前と利用頻度は変わら

ないと思う 42%

以前よりも利用頻度

は減ると思う 45%

以前よりも利用

頻度は増えると

思う 4%

そのほか 2%
無回答 7%

n=600（「利用しない」を選択した方のみ回答） 

n=1122 

n=1122 

n=1122 

※複数回答のため、割合（％）の合計は１００％を超えます。 

※複数回答のため、割合（％）の合計は１００％を超えます。 

※複数回答のため、割合（％）の合計は１００％を超えます。 

※複数回答のため、割合（％）の合計は１００％を超えます。 


